


図 3：3脳胞期のヒト胚の縦断切片の図

ヒスが示した 3脳胞期のヒト胚縦断組織切片の
図．文献 7（His, 1904）より引用．

図 4：教科書などに採用されている脳の発生図式

神経管に最初に 3つの膨らみ（3脳胞）が一次
脳胞として生じ，それぞれが図のように分化
して，5脳胞の二次脳胞になることを示す．こ
の発生図式は，1895年のヒスらによる Nomina 
Anatomica（Basel）（バーゼルの解剖学用語集）
に取り入れられたので，その後広く普及し，現
在の教科書などにも採用されている（8）．
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た．そして，ヒトを含む脊椎動物の脳は，3脳

胞→ 5脳胞の順に発生・分化するとした．

1895年に，ヒスはドイツ語圏の解剖学の大御

所として，人体解剖学の世界標準となる解剖学

用語を改訂した（8）．重要なことに，ヒスは 3

脳胞（prosencephalon，mesencephalon，および

rhombencephalon）を国際的解剖学用語集であ

る Nomina Anatomica（Basel）（バーゼルの解剖

学用語集）に正式な解剖学用語として採用した

（8）．この解剖学用語は，バーゼル以降の歴代

の解剖学用語集にも引き継がれ，発生学，解剖

学，そして神経科学の教科書や参考書にも広く

採用されるようになった．現在でも，医歯薬系

の教育で，そして多くの教科書や様々な一般書

籍で，このヒスの脳発生の原則（発生図式）が

世界中で広く教えられている（図 4）．

この発生図式によると，3脳胞は前脳胞，中

脳胞，および菱脳胞からなり，その後，5脳胞

の時期では，前脳胞と菱脳胞はそれぞれ 2つに

分かれるが，中脳胞はそのまま分かれずに中脳

になる（図 4）．

（v） ジョージ・ストリーター：3脳胞の実在へ

の疑問を提起

しかし，この 3脳胞から 5脳胞の脳の発生図

式，特に 3脳胞の実在は，世界中の解剖学者た

ちの満場一致で迎えられたのではなかった．

アメリカ合衆国では，1914年頃からフランク

リン・ペイン・モル（Franklin Paine Mall; 1862-

1917）やジョージ・ライナス・ストリーター

（George Linius Streeter; 1873-1948）などが潤沢

な研究費を得て，ワシントンのカーネギー研究

所でヒト胚の収集を継続していた．2人ともド

イツへの留学経験があり，ヒスの弟子にあたる

解剖学者であった．彼らは，ヒスが報告したよ

りも早い時期のヒト胚を調べることができた

（図 5）．



図 5：ヒト胚の発生

写 真 は，Raymond Frank Gasser 博 士 ら の The 
Virtual Embryo（The Endowment for Human 
Development：https://www.ehd.org/virtual-human-
embryo/）より．受精後 28日のカーネギー発生段
階（Carnegie stage, CS）の CS10，受精後 29日
の CS11（ヒスによると 3脳胞が見える時期），
受精後 39日の CS16（最大長 10.5 mmで 5脳胞
が存在する時期）を示す．矢印は脳領域を示す．
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ヒスが報告したよりも早期のヒト胚では，神

経管形成の前の神経板の神経ヒダ（神経板の外

側縁の持ち上がり部分）に最初の膨大部が見ら

れた（9）．しかも，神経管が生じた時のヒトの

脳では，菱脳の膨らみと前脳の膨らみが，折れ

曲がった細い中脳によって結びつけられている

ような形状であった（9）．つまり，明確な 3つ

の膨大部があるようには見えなかった．

ストリーターは，チャールズ・ヒル（Charles 

Hill）などの初期神経管の分節性を強調する研

究者たちに批判的で，ニワトリ胚の神経板・神

経管の発生を改めて研究し，次のように述べた．

『胚の脳を 3つの一次脳胞に細分化することは，

自然現象の記述というよりは，むしろ勝手な方

便である．その図式はヒスの責任ではない．解

剖学用語の改訂のための委員会で，ヒスと彼の

同僚がこれらの脳区分とその細分化を利用した

のは，単に局所的な位置特定を助けるためだけ

であった（10, p. 474）．』

II．新しい技術を用いた現代の発生研究

現代の発生学の研究では，遺伝子発現の可視

化と定量化，単一細胞レベルでの細胞動態の追

求，違う動物胚の間での移植実験などの手法が

使われる．実験対象も，伝統的に使用されてき

た鳥類，両生類，そして哺乳類のみならず，現

代では真骨魚類のゼブラフィッシュやメダカも

また「モデル動物」として研究されるようになっ

た．さらに，研究対象は動物だけではなく，植

物もまた発生研究の対象になってきた．植物学

では，シロイヌナズナなどの「モデル植物」を

用いた，遺伝学・分子生物学的研究が盛んに行

われている．

（i）発生の砂時計モデル

これら現代の発生学的研究の研究結果によっ

て，ベーアの「発生の法則」は修正を余儀なく

されている．脊椎動物の胚は，発生早期には，

大きな形態の違い（卵黄量の違いや胎盤の有無

などの変異）があるからである．現代では，発

生はベーアの提示するような「漏斗」のような

形で進行するのではなく，むしろ Dubouleが提

示した「hourglass（砂時計）」のような形で進

行するというモデルが支持されつつある（11）．

この砂時計モデルでは，脊椎動物の発生初期と

発生後期は種によって胚の形態は多様だが，発

生中期の phylotypic stage（ファイロティピック

段階）では，種を超えて類似した形態学的特徴

をもつ（図 6）．このことは，発生関連遺伝子発

現の網羅的解析によっても，確認されている（12, 

13）．しかも，発生関連遺伝子発現の「発生の

砂時計」モデルは動物だけではなく，陸生植物，

菌，そして褐藻の発生においても報告されるよ

うになった（14-16）．したがって，多細胞生物

の発生一般で，発生中期が最も進化的に保存的

であり，発生初期と発生後期では多様であるら

しい．



図 6：発生の砂時計モデル

文献 11（Duboule, 1994）の図を参考として作図．

図 7：ニワトリ胚における脳の発生

ニワトリ胚の脳胞における転写因子の遺伝子
（Otx2と Gbx2）の発現部位の変化を示す．文
献 19（Hidalgo-Sá nchez et al., 1999）を一部改
変して作図．HH：ハンバーガーとハミルトン 
（Hamburger and Hamilton）のステージ．
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（ii）ニワトリ胚における脳胞の研究

神経管の発生についても，発生関連遺伝子の

発現が様々な脊椎動物で詳細に調べられてきた

（17, 18）．これらの研究結果によると，神経管

の領域化には，特異的な遺伝子ネットワークが

働いていることが判明した．また，脳の領域同

士の境界部は，多くの場合二次オーガナイザー

（形成体）として働き，特異的遺伝子の発現が

見られた．逆に言うと，これらの特定の遺伝子

の発現部位を同定することによって，各発生段

階の脳胞を分子的に正確に区画分けすることが

できる．

そのような研究結果から，脊椎動物の初期神

経管に 3脳胞が普遍的かつ明確に見られるとは

限らないことが判明してきた．例えば，ベーア

が脳発生の一般化に用いたニワトリ胚でも，従

来とは違った見解が報告されるようになった

（19, 20）．いわゆる 3脳胞の時期，ハンバーガー

とハミルトン（Hamburger and Hamilton，HH）

ステージ 10における神経管を現代的方法（遺

伝子発現およびニワトリ胚とウズラ胚の間の移

植実験）で調べてみると，100年間以上‘中脳胞’

と言われていた 2番目の脳胞は，その後，その

すべてが中脳になるのではないことが判明し，

神経発生学者たちを驚かせた（20）．

転写因子の遺伝子（Otx2と Gbx2）の発現から，

この 2番目の脳胞は，中脳だけではなく，菱脳

の吻側部も含んでいた（図 7）．つまり，遺伝子

発現から特定された中脳／菱脳の境界と脳胞間

の形態的くびれが一致しておらず，くびれが境

界より尾方にずれていたのであった．そのため

Hidalgo-Sá nchezらは，この 2番目の脳胞を，中

脳胞ではなく， mes/met vesicle（中脳／後脳胞）

と呼ぶことを提案した（19）．発生が進み，HH

ステージ 16からステージ 20のころになると，

5脳胞が認められる．この時期には形態的くび

れが吻側に移動して，従来の解釈通りの 5脳胞

になる（図 7）．Puellesは，この形態的くびれ

の不安定性を形態的境界の fl uidity（流動性）と

呼んでいる（18, p. 218）．



図 8：メダカ胚における脳の発生

写真（a）と図（b，c，d）は wnt1遺伝子の発現
パターンを示す（30）．IBV：中間脳胞，M：中
脳胞，R：菱脳胞，st：イワマツ（Iwamatsu）ス
テージ．
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（iii）その他の動物胚における脳胞の研究

真骨魚類の神経管形成は，他の脊椎動物のそ

れと多少異なる．真骨魚類では最初に充実性の

神経索が形成され，その後，神経索に腔所が形

成されて内腔のある神経管になる（5）．メダカ

胚では，神経索の時期に 3つの膨大部が見られ，

中間の膨大部が一見‘中脳胞’のように見える

（図 8の IBV）．しかし，分泌性タンパク質の遺

伝子（wnt1と fgf8）の発現の研究から，ニワト

リの場合と同様に，中間の脳胞は実のところ中

脳（図 8のM）と菱脳（図 8の R）の吻側部を

含んでいた（21-24）．このことは，メダカ胚で

単一細胞の移動を追跡した細胞系譜の研究から

も支持された（25）．また，同じ真骨魚類でも，

ゼブラフィッシュの神経索では膨大部がまった

く見られず，その形態は平滑であった（26）．

すなわち，真骨魚類の中でも，初期の脳の形態

は種によって互いに大きく異なっていた．

ヤツメウナギ（無顎類）では，発生初期の神

経管で 3つの脳膨大部が見られたが，最前方の

ものは前脳の前方の一部であり，2番目のもの

は前脳の尾側部と中脳であった（27）．サメ（軟

骨魚類）の初期の神経管では，脳部分に 4つの

膨大部が見られた（28）．

マウスでは，神経板の時期から 3つの膨大部

が見られ，中間の膨大部はその後に中脳と菱脳

の吻側部になった（17）．前述のヒトをはじめ，

チャイニーズ・ハムスターなど他の哺乳類でも，

神経板の神経ヒダに最初の脳膨大部が認められ

ている（29）．

III．私たちの現在の考えと今後の展望

以上見てきたように，現代的な手法で見直す

と，「発生初期の脳の形態は 3脳胞（前脳胞，

中脳胞，菱脳胞）で，そのうちの中脳胞はその

まま分かれずに中脳になる」という従来の教科

書的な脳の発生図式は成り立たないことが明ら

かであり，特にニワトリとメダカでは確実な実

験的証拠がある．それでは，従来の教科書的図

式の代わりとなるような，脳の初期形成に関す

る一般原則はあるのだろうか？私たちは，その

一般原則はあると考えている．

（i）脳発生の砂時計モデル

先に述べたように，様々な脊椎動物で，最初

期の神経管の形態はむしろ多様であった．特に

真骨魚類では，それが著しかった．そこで，脊

椎動物の神経管の形態がほぼ共通になる発生段

階を改めて探すと，それはベーアの述べる脳の

5つの形態学的要素が見分けられる段階，つま

り 5脳胞期であった（26）．この段階は脳神経

系における発生中期ともいえ，脊椎動物の脳に

共通に見られる頭屈も生じている．これは，前



図 9：脳発生の砂時計モデル

私たちが提唱した脳発生の原則．様々な脊椎動物は，発生の中期（ファイロティピック段階）の 5脳
胞期で最も共通した形態をとるが，発生初期と発生後期では多様な形態を示す．発生時間を縦軸に，
多様性を横軸にとって，形態の多様性を表示すると「砂時計」のような形になる（24）．
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述した発生現象一般における「発生の砂時計モ

デル」を思い起こさせる状況である（11）．そ

のため，私たちは「発生初期と発生後期の脊椎

動物の脳の形態は多様だが，発生中期（ファイ

ロティピック段階）の 5脳胞期のそれらは最も

共通性が高い」という「脳発生の砂時計モデル」

を提唱した（図 9）（24, 26, 30）．

（ii）今後の研究について

脳は人類を特徴づける重要な器官である．し

たがって，その発生と進化は非常に重要な研究

課題となる．そのため，17世紀以降，多くの発

生学者たちや解剖学者たちが脳の発生を研究し

てきた．私たちもまた，現代的な方法を用いて

脳発生の研究を行い，「脳発生の砂時計モデル」



図 10：発生過程におけるラットの神経管前方部（左外側面）

Aは‘3脳胞’期，Bは 5脳胞期のラットの神経管前方部を示す．スケールバーは A，Bともに 200µm．
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を提唱している．

しかしながら，「脳発生の砂時計モデル」を

裏付ける確実な実験的研究は，今のところ，脊

椎動物のうちのニワトリとメダカなどに限られ

ている．脊椎動物の脳の発生様式を包括的に理

解するためには，比較神経解剖学的視点をもっ

た種横断的な研究が必須である．非モデル動物

も含め，研究対象を広げる必要があると考えら

れる．そして，形態学的研究に加えて，発生関

連遺伝子の発現を調べる必要がある． 

特に，両生類と哺乳類については，詳細な研

究が必要なように思われる．その理由は，両生

類の初期神経管には 3脳胞が実在するという報

告がある（31）うえ，哺乳類には 3脳胞が実在

するという伝統的考え（32）が強いためであ

る．私たちは，そのための予備的実験をすでに

進めている．両生類では，ニホンアカガエルの

胚を採取し，実体顕微鏡下で神経管前方部の

外形を観察し，“3脳胞”らしい時期（Tahara’s 

stage 19-20a）および 5脳胞の形成時期（Tahara’s 

stage 20b-21）を確認した．また，哺乳類では，ラッ

ト胚を採取し，ホールマウントでの観察と連続

切片作成により，まず形態的研究を進めている

（図 10）．今後，カエルとラットの脳胞について，

転写因子や分泌タンパク質の遺伝子発現を詳細

に調べる予定である．
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吉田久庵一世と江戸時代中期～後期の

日本橋周辺の医療事情
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Kyuan Yoshida I and the Medical Conditions
around Nihonbashi during the mid-to-late Edo period
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Abstract

During the mid-to-late Edo period in Japan, there were many doctors in Nihonbashi and its surrounding areas. 

The popularity of Rangaku (learning based on Western science and medicine transmitted trough a Dutch trading 

post in Dejima during Japan’s period of isolation) resulted in many doctors who trained, opened clinics, or 

established schools in Kyoto, Osaka, and Nagasaki. In Edo, medical districts developed in places like Nihonbashi 

and Ryogoku, where doctors lived relatively close to each other. This proximity facilitated communication and 

resulted in many doctors who incorporated techniques gleaned from Rangaku. It is possible that Yoshida Kyuan I 

was one such individual. 
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要旨

江戸時代中～後期には日本橋とその周辺に多

くの医者がおり，また，蘭学の流行もあり ,京都，

大阪，長崎で修行，開業し，開塾する者も多かっ

た．江戸では日本橋や両国などに医者町ができ，

医者同士は比較的近く，行き来が容易な上，蘭

学の技術を取り入れる者が多かった .一世吉田

久庵もその中の一人であった可能性がある．

目的

今年 （2025年） NHK大河ドラマ「べらぼう」

がブームだったが , 主人公　蔦屋重三郎が活躍

したのは江戸時代中期の日本橋であった．ま

た日本橋は , 鍼医者であった一世吉田久庵先生

（以下、敬称略）の開業の地でもある．同地に

はしばらくの間吉田久庵の家塾があったとい

い，本学 （常陽学園） の開学のきっかけは，そ

の教え子たちが吉田流の技術を守り継ぐべく開

いた学校であるという（1） ．

日本橋の浜町 （旧字では濱町） には国学者の

賀茂真淵 （1697－ 1769）が晩年 （1764～ 1769） 

に住んでおり , 「解體新書」で有名な杉田玄白 , 

鍼灸の名医石坂宗哲らが住んでいた．

私は江戸の当時の医療ネットワークがどう

なっていたのか興味があったので，それを知る

ために，手元にある下に記した日本の医学史の

①②の本に記載の医者のうち，江戸時代中～後

期　（具体的には 1700年～ 1850年、以下当該

時期）に生存し，幕府・藩に所属したり開業・

開塾したりして，その活躍した場所がわかる人

を選択し，地域ごとの数を数え，江戸に居住の

場合は地図上にプロットしてみた．

倫理的配慮

歴史的な人物について，公開された資料で検

討した．研究対象に対しては侵襲や介入はない．

また，開示すべき利益相反状態はない．

方法

使用したのは次の２書．そのうちから 1700

～ 1850年に生存していた医者を選んだ．

①富士川游　日本医学史綱要１，2　東洋文

庫 258　平凡社 （2）  ②橘輝政　古代から幕末ま

で日本医学先人伝　医事薬業新報社　昭和 44

年　東京 （3） 

なお，①には文章内に多くの医者を扱ってい

るが，比較的大きく取り扱っている医者のみ

拾った．②は人名が見出しになっており，見出

しに載っている医者を選んだ．そして，個々の

医者の事績も読んで参考にした．

また，①②には一世、二世の吉田久庵の記載

がなかったので，③渡邊賢二（2012）　あん摩「吉

田流」と学校法人常陽学園のあゆみ　1-11　東

京医療学院大学紀要　Vol.1 （1）に拠った．

また，人名の字などが①と②で異なることも

あったが，その場合①によった．また，開業地，

開塾地がわからない場合もあり，その場合イン

ターネットで確認した．なお，地図は主に「交

通新聞社版　古地図であるく大江戸散歩地図」 

（4） を使用し，「昭文社版　ハンディマップル

東京 23区＋多摩」5）を参考とした．

結果

表１：①②③書に載った医者の国内分布；①

②③から抽出した 1700－ 1850に生存していた

医者は 130人で，活躍した場所を現在の県に当

てはめて分類して示した．

表２：①②③書に載った江戸で活躍した医者

の名とその場所；活躍した場所　（居住地・開

業地・開塾地・所属医療機関など）がわかって

いる医者 44人について，活躍地などを記載し

た．また，下に，活躍場所が不明だった人の人



表 1　①②③書に載った医者の国内分布

説明：医者は江戸，京都，大阪，長崎に多かっ
たが，同時代には蘭学の流行があり，その習得
のためそれらの地に集まり，その後，仕官・開
業・開塾したことが考えられる．
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学を標榜していない和漢の医者もこれらの

地で蘭学を勉強して各地で開業した人が多

くいたことがわかる （このことについては，

次の機会に検討したい）．

Ⅱ．江戸における医者の分布：表２では江戸

で藩医や幕府の医官，開業医，開塾，旅医

者などとして活躍した人は 60人で，そのう

ち活躍の場所がわかっている人の数は 44 人

である．図 1ではそれを地図上にプロット

した．当時は，小石川の養生所を除くとか

なりの医者が江戸の海側 （江戸開府以前に

は海手とも言ったらしい） に集中していた．

いま山の手と言われている地域に農地，武

家地，山林などが多かったことを考えると，

当たり前といえば当たり前である．

Ⅲ．日本橋と近隣地域：日本橋の吉田久庵塾が

あったとされるあたり＊から日本橋浜町や薬

研堀まで直線距離で約 1 km，築地でも 1.7 

km位と徒歩でも片道数十分で行き来ができ

る距離で，このことは，例えば医者仲間で

蘭学書などの貸し借りや勉強するのに行き

来するのには便利だったと思われる．

Ⅳ．江戸時代の医師数の問題：私が今回調査し

得たのは高々 130人だったが、実際にはもっ

と多くの医者がいて，ネットワークを形成

していたと思われる．少し年代は下るが，

明治 7年の調査では，日本の医師数は約 2

万３千人，うち洋方 （蘭学，イギリス医学，

ドイツ医学など）が約５千３百人 （7） とい

うので，今回検討できた部分はごく一部で

はあるが，そのネットワークを垣間見たよ

うな気がする．

Ⅴ．地名の変遷，場所の移動，名前の変化につ

いて：地名の変遷が，結構難物である．吉

田久庵一世の開塾地は， （1） で旧野村證券日

本橋本社社屋であると記載されている．同

数と，移動したりいわゆる旅医者のような人の

数をそれぞれ記載した．

図１：江戸時代中～後期に江戸で活躍した医

者たち；表２の場所を地図上にプロットした図

である．

結論と考察

Ⅰ．当該時期の日本の医者の分布：①②に名前

が残っているようないわゆる有名な医者は，

やはり江戸が多く，ついで京都，大阪，長

崎・・・の順である （表１） ．医者は江戸，

京都，大阪，長崎に多かったが，同時代に

は蘭学の流行があり，その習得のためそれ

らの地に集まったことが考えられる．①②

で事績を読むと，蘭学の修業後，江戸，京

都，大阪，長崎で開業した蘭医のほか，蘭



説明：江戸では藩医や幕府の医官，開業，開塾，旅医者などとして活躍した人は 60人で，そのうち活
躍場所のわかっている人の数は 44人である．

表２　①②③書に載った江戸で活躍した医者の名とその場所
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図１　江戸時代中～後期に江戸で活躍した医者たち

説明：江戸時代中～後期に江戸で活躍した医者たち
小石川の養生所を除くと , 医者の多くが山の手より海手（いまの下町）に集まっていることがわかる．
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地は明暦の大火 （1657） 以降は四日市河岸と

か日本橋元四日市町とよばれ，にぎわったと

いい，その後，通り一丁目 （8） ，今の地図で

は日本橋 1丁目＊ （現在再開発中 （9） ） にあ

たる．（図 1はその説に従った）．一方， 開塾

地は （1） でも多摩霊園の吉田久庵顕彰碑 （昭

和 3年建立） でも開塾地の場所は日本橋四日

市町であると記載されている． （4） 収載の文

久 3年 （1867） 再版の切絵図では，日本橋四

日市町は今の専門学校東京医療学院の一つ

置いた北のブロック （新川大神宮付近） であ

るが，碑文は昭和初年代のものであり， （8） 

収載の年代不明地図 （大正年代か？） で，四

日市町が旧野村證券日本橋本社あたりを指

しているので，吉田久庵の塾が （4）で示さ

れる四日市町と示される場所にあった可能

性は少ないと思われる．

 　また，杉田玄白その一族の住居やその私塾

天真楼，石坂宗哲・宗圭親子などの住所が

あった日本橋浜町は，今の東日本橋１丁目付

近にあたる．石川玄常・玄徳親子の住んでい

た薬研堀は，両国とはいえ日本橋濱町のすぐ

そばである．実はここも江戸時代は医者町で

有名であったらしい．芝の露月町は塩釜神社

に近いということなので，新橋５丁目付近に

なる．
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 　人の移動でいえば，大槻玄沢の芝蘭堂は，

江戸でも日本橋材木町（（8） の地図では日本

橋四日市町の南東隣）から明石町（今の築地

聖路加病院のあたり） に移った．向島の高野

長英のように，名前も変え （沢三伯 ①） ，住

処から離れざるをえない事情を抱えた場合

もあったのだろう．人の名前では，通り名・

僧名などを使ったり，本によって旧字・新字

や写し間違い，ことによると本人たちも字を

変えて使いもしていたのかもしれない．いず

れにせよ，字などについて①②に相違があっ

た場合は①に従った．

Ⅵ．その他：今回の検討では，調べた医者数は

先に述べたように 130 人と限られており，江

戸の医者はその中 60 人，活躍の場所が分かっ

ているものが 44 人と多くはなく，葦の髄か

ら天井を覗くの感を免れ得ない．所によって

は「医者番付」のような多くの医者が載って

いるものが発行されて，残っているものもあ

ると聞く．そういうものを使って，もうすこ

し検索する医者の人数を増やし，大きい地図

を使って配置をみられたら面白いだろうな

と思った （今後の課題） ．

まとめ

江戸時代中期から後期の江戸は，いわゆる名

医といわれる人が集まる地で，蘭学はもとより

それ以外の医者たちも多くいた．江戸以外には，

京都，大阪，長崎などが多かった．江戸はもち

ろん蘭学流行の発信地であったが，本場長崎や

京都・大阪で蘭学の修行をして，江戸や各地で

活躍したものも多かったろう．そして，江戸に

限れば，やはり農地や武家地の多い （9） 山の手 

（大体今の山手線の内側） あたりよりは，それよ

り東の，より人口の多い町人地の地域 （海手 /

下町＊＊：両国，日本橋 築地，芝あたり） を本拠

に置く医者が多かったと思われる．吉田久庵一

世も、埼玉で郷里の医者の薫陶を受けた後、長

崎でも修行し、まだ「解體新書」の熱気の冷め

ていない江戸日本橋で開業した。当時流行の蘭

学の技術を取り入れて活躍した医者の一人だっ

た可能性がある。

＊日本橋の吉田久庵塾があったとされるあたり 

: 現在の日本橋一丁目で，日本橋 1・2丁目

再開発の途上である （10） ．

＊＊下町：江戸時代前期には「お堀より東，隅

田川より西側，それに新橋より北側，筋違

門 （今の須田町とか秋葉原の手前） より南」

とある．今の下町という言い方は，浅草，

向島など，もうすこし少し広い意味でのよ

うである．下町というと Downtownという

英語 （ジーニアス英和辞典によると，商店

街とか市街地という意味） が思い浮かぶが，

Wikipediaでは当時の切絵（地図）では江戸

城を上に，庶民の町を下に描く地図上の一

般的な風習があったことによるいう説明が，

武蔵野台地の上と下という考え方とともに

載っており （11） 、その語の由来は全く違っ

ているようである．
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論文撤回のお知らせ

　

先行文献（自著）の引用に不備があったため，

本紀要に掲載された下記の論文を撤回したいと

著者から申し出でがありました．編集委員会で

慎重に検討した結果，著者の意向を尊重し，当

該論文を撤回することを決定いたしました．読

者ならびに関係各位に深くお詫び申し上げま

す．

論文 1：近藤照彦，近藤翔太，William Weatherly， 

河野洋志，武田真，和田匡史，岡田雅次，細谷

隆一，村上正巳，武田淳史（2018）:森林浴が

スポーツ競技選手の心身リラックス効果に及ぼ

す影響．東京医療学院大学紀要，6, 81-89

論文 2：近藤照彦，近藤翔太，William Weatherly， 

河野洋志，和田匡史，細谷隆一，村上正巳，武

田淳史（2017）:多摩ニュータウン森林浴がス

ポーツ選手の生体適応医学に及ぼす影響．東京

医療学院大学紀要，5, 70-75

論文 3：近藤照彦，近藤翔太，河野洋志，細谷隆一，

武田淳史（2015）:多摩ニュータウン森林浴に

おける血中カテコールアミン濃度および血中コ

ルチゾール濃度の変化．東京医療学院大学紀要，

3, 44-52
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2025 年度教員年次報告会・特定研究審査会

　2025年度の教員年次報告会・特定研究審査会は，リハビリテーション学科と看護学科の学科別 2会

場にて 2026年 3月 5日（木）に開催されました．濵田良機学長挨拶に続き，リハビリテーション学科

22演題，看護学科 23演題が発表され，研究・教育・臨床・地域連携活動などについて活発な討論が展

開されました．教員年次報告会に引き続いて開催された特定研究審査会では，3件の研究計画が発表さ

れ，真剣な質疑応答が展開されました．

　なお，教員年次報告会は，教員が一年間の研究・教育・臨床・地域連携活動などについて報告し，

話し合う会です．また，特定研究審査会は，特定研究としてあらかじめ応募された研究計画を審査す

るための公聴会です．

　本紀要教員年次報告会の成果として，教員氏名と演題名を学科別にて本誌に掲載しました（研究委

員長　今泉　敏）．

◯リハビリテーション学科

＜基礎・教養教員＞

今泉　敏：生成 AI時代の教育方法に関する考察

近藤照彦，野口ウイリアム，河野洋志：長期間のウォーキングを経験した健常高齢者の 2例

酒井宏哉：スケート競技での医学サポートの報告（2025年度）

千葉　諭：吉田久庵一世と江戸時代中～後期の医療事情

秋保光利：�間質性肺疾患急性増悪患者におけるリハビリテーション安全性研究とそれを起点とした

臨床判断研究，および関係性に着目した生理学・教育実践研究の展開

野口ウイリアム：�コーパスを用いたアメリカ英語とイギリス英語の比較研究：「acupuncture」の再検

討

髙間佳奈枝，河野洋志：�「教職員のメンタルヘルス対策に関する研究」教職員の健康体操の開発と啓

発活動

上園志織：脳胞の発生について

中根　亮：神経損傷後の再生過程における特定ナトリウムチャネルの役割

＜理学療法学専攻教員＞

吉井智晴：地域・職域での予防・健康づくり活動を推進する伴走支援のあり方

川井謙太朗：�日本スポーツ理学療法学会 標準化検討委員会の取り組み－修正 Delphi法による 3疾患

の検討－

羽田圭宏：R7年度理学療法学専攻 国家試験対策報告（特別補習クラスの対応に関して）

山口育子：超高齢者の骨密度に関する研究～診療放射線科との連携・共同研究の経過報告～

古谷槙子，河野洋志：2025年度の理学療法学専攻の国家試験対策について
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松井伸子：�ポータブル 3次元動作解析装置マイオモーションを用いたチェアスキーヤーのターン動

作における運動学的解析の試み

猪俣陽一：神経障害性疼痛モデルマウスに対する寒冷療法の試み 2025年度進捗状況

渡邊孝明：�骨折イベント後の歩行自立の可否が血液透析患者の予後に与える影響―リスクセットマッ

チングによる検討―

＜作業療法学専攻教員＞

古田常人：ダウン症候群児の摂食・嚥下機能発達に関する調査

野本義則：�ハワイ大学マノア校 NICEプログラム 参加報告―実体験から見えた「学生が成長する環境」

と今後の活用のヒント―

生方　剛：�リハビリテーション専門職における経験年数がレジリエンス要因に及ぼす影響―資質的

レジリエンスの比較検討―

木村奈緒子：企業におけるメンタルヘルス支援の試み―作業療法的 Activity 介入の開発―

今井　孝：��臨床実習前後における作業療法学生の傾聴行動の因子構造比較：OSCE映像分析

◯看護学科

森　千鶴：入院中の統合失調症者のヘルスリテラシーに影響する要因

風間みえ：バーチャルリアリテイの視聴に対する教育効果の一考察―看護系大学生の調査から―

金田明子：�最期まで自宅で過ごすことを望む要介護超高齢者に対するケアマネジメント実践評価尺

度の開発～中間報告

川守田千秋：2025年度「看護師国家試験に向けて共に学ぶ」の報告

棚橋千弥子：カルチャーショック

塚原節子：新人看護師の組織社会化と組織同一視との関係

寺岡　歩：分娩介助技術評価（2024年度・2025年度）の分析

広瀬京子：保育園における多職種連携の「いま」を探る

鈴木久子：地域で生活する精神障害者が利用する地域活動支援センターの支援と役割

平良美栄子：前立腺がん患者が対応している日常生活行動

豊島雪絵：国内における外国人介護職に関する研究の動向

明神哲也：就労している慢性心不全患者の病気認知と同居家族との対話

大久保美保：LGBT支援と子宮頸がん検診受診勧奨の取り組み

大竹　文：�統合失調症を有する人における身体バランス機能の測定とその特徴の検討―健常者との

比較検討―

塩谷幸祐：今年度の学会発表と，私の研究テーマ

中川潔美：ジグソー法による学習動機づけの実践

北村周美：�精神疾患を持つ親と暮らす子どもへの看護―多職種連携支援における訪問看護師の看護

実践―
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星野沙織：産後ケア事業におけるケア支援者と行政側の課題

岩本由香里：研究と地域活動

朝見優子：�小児在宅療養における親とのパートナーシップを目指す訪問看護実践：訪問看護師と親

へのインタビュー調査

河野　敬：�日本における訪問看護ステーション設置の地域格差の推移：オープンデータを用いたパ

ネルデータ分析

武田智晴：�キワニスドールをつくるボランティア活動をした看護大学生の体験

田中あゆみ：超音波検査機器を利用したフィジカルアセスメントについて
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2025 年度リハビリテーション学科卒業研究
著者：題目（指導教員名）

作業療法学専攻

菊池虹羽、中野璃来、松田颯太：�主婦の腰痛と家事動作の身体的負担における作業療法士の支援内

容と役割（古田常人）

池田崇斗：虐待児に対して地域支援とリービングケアにおける作業療法士の役割（内田達二）

岸田祐美佳：修正 CI療法の有効性に関する作業療法的視点からの文献研究（内田達二）

齊藤日菜子：�通所リハビリテーションにおける目標設定と評価指標，作業療法士の役割と課題

　　　　　　（内田達二）

鈴木雅純：高齢者への音楽療法とダンス療法の活用における作業療法士の役割と可能性（内田達二）

阿部心音：日本の小学校における作業療法の現状と課題に関する文献レビュー（野本義則）

清水杏華：精神障害者の地域生活支援に関する文献レビュー（野本義則）

吉田明日香：ADHDと診断された児童に対する作業療法の有効性に関する文献レビュー（野本義則）

中野萌々：�精神・身体障害合併症者に対する作業療法のあり方－文献レビューによる考察－

　　　　　（野本義則）

綿貫希空：ネフローゼ症候群の患者の声（生方　剛）

坂本蓮珠：�認知症高齢者に対して音楽療法を用いて認知機能を改善することはできるのか（生方　剛）

関川空楽：ADHDと精神疾患の併発における作業療法士の支援と役割（生方　剛）

野村裕斗：いじめ被害に起因する生活行為障害に対する作業療法の役割と実践（生方　剛）

波木井景太：ゲームを使用した作業療法の可能性（生方　剛）
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眞柄美咲：アニマルセラピーの現状と普及のための課題（生方　剛）

小林　遥、村上奏寧、谷田部也子：�発達障害児の虐待における背景と支援－作業療法からの視点－

　　　　　　　　　　　　　　　　（木村奈緒子）

松本匡亮、關さとり：少年刑務所での作業療法士の役割と介入の可能性（木村奈緒子）

原　凜音：終末期患者における音楽を活用したケアの文献研究（今井　孝）

杉田直幸：小児がんに対する作業療法に関する文献研究（今井　孝）



－ 69 －

2025 年度　看護学科「看護研究」看護研究計画書
著者：題目（指導教員名）

櫛田日代利：ADHDが大学生活に与える困難性（中川潔美）

鎌田美海：精神障がい者の就労継続率の低さと一緒に働く人の思い（大竹　文）

赤川七羽：�神経難病患者に対する看護師のコミュニケーションによる心理的逆効果を起こさないため

のケア（豊島雪絵）

足立愛実：�幼児期の医療的ケア児に関わる家族と訪問看護師による社会性の成長発達を促す支援の実

際（篠原理恵）

石川碧彩：術前の看護師の関わりの密度が術後の患者満足度に与える影響（川守田千秋）

石嶺寿々葉：�在宅療養生活において老老介護を担う高齢男性家族介護者の訪問看護利用前後の生活と

気持ちの変化（金田明子）

井上萌香：看護基礎教育におけるアピアランスケアに対する授業の現状と課題（豊島雪絵）

岩﨑美桜：看護学生 3年生の実習前後におけるストレスコーピングの比較（塚原節子）

氏家泰河：�終末期患者の療養先選択をめぐる家族間の意見相違に直面した看護師の思いの意味づけ

　　　　　（中林　誠）

内田旬香：�新人時代における重症心身障害児の対象理解に関する困難の実態－ 3年目看護師の振り返

りを通して－（武田智晴）

蛯名風季：�看護師の自己肯定感の欠如と劣等感を打ち消すための過剰な努力行動に焦点をあてたメン

タルヘルスに関するアンケート調査（塩谷幸祐）

遠藤那奈：思春期の気管支喘息児のセルフコントロールに対する母親の関与の検討（篠原理恵）

遠藤真奈：�経済的負担が家族介護者の精神的、身体的、社会的苦痛や困難に与える影響－Ａ市におけ

るインタビュー調査－（朝見優子）
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大底莉央：不登校の女子中高生における性に関する知識と支援ニーズに関する実態（桑原さやか）

大林愛結：�医療系および非医療系大学生の不妊に対する知識と妊娠・出産のライフプランとの関連

　　　　　（寺岡　歩）

尾籠優圭：DNAR が指示された入院中の超高齢患者への看護師の医療ケア実践と認識（金田明子）

加藤れの：発達障碍児の育児における母親の心理状況と地域支援体制の関係（風間みえ）

上條ステイシー：�精神疾患をもつ人に対して、一般大学に通う 18から 22歳の若年層がもつスティグ

マの実態とそれを生み出す要素に関する研究（大竹　文）

川﨑　葵：�幼児後期の子どもが採血を乗り越える力を得る支援－対処行動を引き出す看護師の関わり

から探る－（廣瀬京子）

川路咲喜：看護師の多忙業務が看護の質に与える影響（塚原節子）

北林　優：�コロナ禍に看護学生として経験した実習体験とその葛藤および現在の働き方への影響

　　　　　（平良美栄子）

桑原加奈：統合失調症者家族が自分らしい生活を再構築するプロセス（塩谷幸祐）

見目　菫：�妊娠後期および産後初期女性における地域母子保健サービスのアクセスと利用実態に関す

る課題－都市部、農村部および地理的要因の比較－（大久保美保）

近藤颯香：�就労と介護を両立するために家族介護者が求める支援とは何か－認知症家族介護者へのイ

ンタビュー調査から－（徐　延美）

齊藤涼乃：�家族介護者が認知症高齢者とよい関係を保つために受けたと認識している訪問看護師の関

わり（鈴木久子）

齋藤菜々美：死別後の家族の社会参加を促進する緩和ケアにおける看護（川守田千秋）

坂本直樹：�外来看護師における呼吸管理を必要とする医療的ケア児と家族に向けた切れ目のない支援

の実際（廣瀬京子）
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佐々木花空：レズビアンカップルの妊娠・出産における家族形成過程の関わり（風間みえ）

清水秋那：初めて手術を経験する若年層の患者が感じる不安（塚原節子）

末野真衣：介護老人保健施設入所者に対する足浴の精神的影響（平良美栄子）

瀨戸愛彩：�在宅で最期を迎える 40～ 64歳の終末期患者を支える家族の思いに着目した看護研究

　　　　　（柴田滋子）

高野　萌：高齢者の延命措置に対する意思決定に影響する想い（豊島雪絵）

髙橋沙奈：新生児の預かり制度の違いが高年初産婦の主観的疲労感に及ぼす影響（寺岡　歩）

高本愛海：助産学生が望むグリーフケア教育の学習方法と内容に関する調査（桑原さやか）

武井七楓：�若年妊婦（10代妊婦）に対する児童虐待防止教育プログラムの開発と有用性の検証

　　　　　（大久保美保）

田中杏実：�脳死下臓器提供に立ち会った経験のある看護師がやりがいを感じるまでのプロセス

　　　　　（中林　誠）

田中愛夏：地域住民の精神障害者に対する態度（森　千鶴）

田中結彩：医療系・非医療系大学生における出産イメージの違いと出産方法選択への影響（寺岡　歩）

浜脇かれん：�母乳代替としてのドナーミルクに関する認知・使用意向・提供意向の変化－妊娠後期のリー

フレット介入による非ランダム化前後比較試験－（大久保美保）

千葉彩花：中学生のレイプ神話に対する意識調査（星野沙織）

千葉絢音：�家族会を利用する重度認知症の家族介護者の心理的変化と家族会参加が介護継続にもたら

す影響－認知症家族会におけるアクションリサーチを通して－（徐　延美）

陳野優衣：身体拘束に対する倫理的ジレンマ－精神科看護師の経験年数による比較－（田中あゆみ）
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寺尾帆加：�在宅移行期における認知症高齢者との共同意思決定（Shared Decision Making）の実践：

　　　　　質的研究（河野　敬）

永冨夏希：一般の方々の褥瘡の理解度についての調査研究（平良美栄子）

中橋　保：�認知症看護認定看護師ならびに老年看護専門看護師の判断－介護老人福祉施設に入所する

認知症高齢者を対象とした実践－（河野　敬）

中村春菜：K市の貧困世帯の小学生に対する養護教諭の健康支援と地域連携の実態（岩本由香里）

仁木美香子：退院から在宅療養へ移行する高齢者に対する看護師の支援（塚原節子）

西貝彩花：�発達障害をもつ児のきょうだいに関する研究－学童期における心理的変化と必要な支援－

（鈴木久子）

橋山和音：意思疎通が困難な急性期患者の代理意思決定時の家族の葛藤（明神哲也）

羽田七望：�避難所生活において乳幼児を抱える母親が感じる心理的負担－災害時の看護職の支援の在

り方－（前島貴子）

平田彩花：�高齢で地域生活が困難な精神科長期入院患者の多様な価値観を基盤としたリカバリーの実

態（北村周美）

廣瀬未咲：�早期新生児の虐待予防に対する支援の在り方－養護教諭の実践から見た高校生への性教育

の現状と課題－（前島貴子）

福尾菜季：第二子を育てる父親の育児適応の過程（星野沙織）

藤井　凜：�医療療養病床における脳出血後の後遺症による片麻痺を有する慢性期の高齢者の回復意欲

を高める支援（中川潔美）

星　龍志：�認知機能が低下した高齢糖尿病患者に対してのインスリン療法における理解度・継続度調

査（南雲秀子）

松野若菜：老障介護における高齢介護者の外出困難とストレスの要因（柴田滋子）
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宮﨑架帆：「精神障害者」という呼称におけるイメージに関する研究（北村周美）

柳平　愛：患者の死に直面した際に看護師が抱く感情とバーンアウトとの関連性（中川潔美）

山内息吹：�終末期がん患者との関わりを通した看護師が感じる無力感と葛藤における克服過程

　　　　　（棚橋千弥子）

山田百夢：化学療法による副作用で容貌変化をきたした患者への看護介入における課題（明神哲也）

山之内理郎：救急外来から ICUに入院した生産年齢患者の心理（南雲秀子）

横山桃香：�小児がん患者をケアする看護師のアピアランスケアに対する認識－学童期・思春期患児へ

の支援に着目して－（武田智晴）

和田ゆりあ：�在宅療養者と家族の延命についての意志が異なる場面における看護倫理的視点からの訪

問看護師の関わり方（朝見優子）
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東京医療学院大学紀要　第14巻（2025年度）

編 集 後 記

　2026年ミラノ・コルチナ五輪 ,フィギュアスケートペアの三浦璃来選手と木原龍一選手，この種目

日本人初のメダルとなる金メダルを獲得しました．大逆転を呼び込んだ二人の絆の結末でした．お見事，

おめでとうございます．

　東京医療学院大学第 14巻（2025年度）をお届け致します．

第 14巻は，原著論文 4編，総説 1編およびその他 1編の合計 6編が公表されました．ご投稿そしてご

査読を担当下さった皆様方，重ねてありがとうございました．

　2026年度は，皆様方の研究活動が発展することを祈念しつつ，引き続き倍旧のご愛顧を願い上げ，

東京医療学院大学紀要第 15巻（2026年度）への研究成果の積極的なご投稿を引き続きよろしくお願い

いたします．

　最後に，紀要編集委員会の皆様方，引き続きよろしくお願いいたします．

紀要編集委員長　近藤照彦

2026年 6月

紀要編集委員会

近藤照彦（委員長），川守田千秋，野口ウイリアム，秋保光利，生友聖子

紀要論文査読者

森　千鶴，松本直人，古田常人，千葉　諭，酒井宏哉，内田達二，野口ウイリアム，秋保光利，河野洋志，

近藤照彦

東京医療学院大学紀要編集委員会

〒 206-0033　東京都多摩市落合 4-11

TEL：042-373-8118　FAX：042-373-8111

URL：http://www.u-ths.ac.jp/

印刷：（株）インフォテック

URL:https://www.infotec.co.jp/
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東京医療学院大学紀要投稿規定

本誌の論文掲載区分 

　本誌には次の論文を掲載する．原著論文，総説，解説，およびその他に東京医療学院大学紀要編集

委員会が依頼あるいは認めたものとする．原著論文の投稿者は，原則として本学教職員とする．なお，

投稿対象となる研究は東京医療学院大学研究倫理審査委員会や動物実験委員会等で予め審査を受け承

認されたものでなければならない．著作権は，東京医療学院大学に帰属する．

本誌への投稿に際し，文部科学省の研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン

（https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/index.htm）を遵守する．

原著論文・総説・解説・その他

　原稿は，15000 字以内とし，図・表・写真は 10 枚以内とする．本文には，和文ならびに英文の抄録

をそれぞれ付す．和文はMS明朝，英文ならびに英数字は，Times New Romanを使用し，文章の区切り

記号は，カンマ「,」とピリオド「.」を用いる．原稿はワードで作成し，図・表・写真はパワーポイン

ト，エクセル等で作成する．その際に，図・表・写真のタイトル等は，査読編集で修正が出来るよう

配置をグループ化しない．図・表・写真は，白黒およびカラーとする．単位は原則として国際単位系（SI）

を用いる．文字の大きさについて，表題は和文では 16ポイント，英文では 14ポイント，それ以外の

本文は 10.5ポイントを用いて記載する． 

●　 原著論文は，関連分野に関わる研究や調査で独創性と新規性があり，科学的な研究方法とそれに基

づく新知見，諸文献を踏まえた考察，および文献引用を明示している論文とする．また，原著論文

には，報告，症例報告，および簡略化した論文形式の短報・速報を含む． 

●　 総説は，特定の分野や主題について，発表されてきた関連する文献や資料に基づき総括的に論評を

加え，これまでの進展状況や現状把握ができ，研究動向や展望を示すことを目的とした論説とする．
●　 解説は，特定の分野や主題について，関連する文献を引用して分かりやすく解説した記事とする．
●　 その他は，東京医療学院大学紀要編集委員会が依頼あるいは認めた記事とする .

自然科学系の論文の構成
●　 原稿は，表紙，表題，抄録（和文 500字以内，英文 300 words以内），本文，図・表・写真および説

明文とする。抄録（英文）の後に，Key words（5個以内）を英文（和文）と併記して付す．表題等

は抄録（和文）の前に，表題・著者名・所属・住所（和文ならびに英文）の順に記載する．
●　 原著論文の本文は，緒言，材料と方法（対象と方法），結果，考察，（謝辞），引用文献の順に記載す

る .総説，解説も原著論文に準ずる．
●　 図・表・写真は，本文とは別枠にて作成し，添付の記載手順に従い表記する．英略語を使用する場合は，

初出箇所では略さない綴りと和訳を併記する．略語一覧は，本文の 1ページ目の脚注に記載する．［記

載順略語，略さない綴り，和訳］ 
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●　 表紙は，表題・著者名・所属・住所を，和文ならびに英文にて記載し，末尾に著者連絡先を代表著者名・

所属・住所・Eメールアドレスの順に記す．
●　 引用文献は，和文・英文ともに本文中の引用順に並べ，一連番号を付けて記載する．引用文献の本

文中での引用は全角括弧内に番号で示し，次のように記載する．［記載例：……（1），……（2，5，9）

……，……（5-10）．］

1）著者名は，全員の名前を記載し，雑誌名は，略さない名称を記載する．

2）著者名 1，著者名 2 （発行年） タイトル．雑誌名 巻 （号） :始頁 -終頁．

3）著者名 1，著者名 2 （発行年） タイトル．単行本名．出版社名，都市名 pp 始頁 -終頁．
●　引用文献の記載例（引用順）

1） Justus H, Tyanez J, Jessica A, Marian LK （2022） Exercise after influenza or COVID-19 vaccination increases 

serum antibody without an increase in side effects. Brain, Behavior, and Immunity 102: 1-10.

2） 河野洋志，近藤照彦，日向祐二，武田淳史 （2021） 水中での血流制限を伴う筋力トレーニングが生

体に及ぼす影響．日本温泉気候物理医学会誌 84 （2） : 59-64.

3）吉田久庵 （1890） 線状揉みについて．吉田流あん摩塾紀要 1: 1-10.

4）川喜多二郎 （2017） 発想法 改版 -創造性開発のために．中公新書，東京 pp 46-60．

社会科学・人文科学系の論文の構成

　論文の構成は，材料と方法・結果・考察の構成をとる必要はなく，各学問分野の形式を踏襲する．

その他は，上記の自然科学系の論文の構成に従う．

　原稿は，紀要編集委員会（委員長）に電子データとして提出する．投稿論文は，紀要編集委員会か

ら依頼された査読者が査読し，その結果を踏まえて紀要編集委員会が採否を決定する .

東京医療学院大学紀要投稿規定（2012年 6月 5日制定，2013年 3月改訂，2017年 3月改訂，2018年 6

月改定，2021年 12月改訂，2022年 5月 16日改訂，2022年 9月 19日改訂，2023年 5月 18日改訂．）




